
 

 

Ⅰ．霊人体の感性の育成について 

地上で神の愛を体恤 

→ 霊人体もそれを体恤 

≪肉身との相対的関係で≫ 

 

自律神経系の特徴 

１．現実と想像の区別をしない 

想像・イメージで喜ぶのと、 

実体として喜ぶのとで差異は

ない（喜怒哀楽） 

 

２．時間や空間の次元の区別をしない 

霊界は時空を超越 

 

３．人称を解さない 

本人の感性が霊人体に影響 

（水の結晶の話） 

 

 

 

怯え、恐れ、恨み、妬み、不安、憎しみ、怒り、 

不平、不満、悪口、批判、裁き、不信  etc 

   

◎為に生きる 

① 愛の原因は相手（対象） 

私が愛を体恤するには、私以上に相手（対象）が大切 

∴相手（対象）の為に生きるべし 

② 心がけ（祈り） 

・他人の幸せを、豊かな気持ちで祝福 

       ＝自分への祝福を意味 

・他人の成功は自分の成功、他人の幸福は、自分の幸福と思うべし 

③ 感謝 

心情の世界は、物をもって通じるものではありません。心で通じるものです。いつ

も感謝する心で、目上の人が悲しい時、共に悲しむことができ、うれしい時、共に喜

ぶことのできる因縁をもって通じるのです。そのように生きる人間に神様が共におら

れるのです。 

 

全部、自分に 

跳ね返ってくる 


